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■
研
究
ノ
ー
ト

内
田
百
閒
と
雑
誌
『
東
亜
之
光
』

朱
　
　
　
信
　
樺

一
　
は
じ
め
に

　

内
田
百
閒
の
本
格
的
な
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
は
、
一
九
二
一
年
一
月
『
新
小
説
』

に
発
表
し
た
「
冥
途
」
等
六
篇
に
よ
る
。
だ
が
、
近
年
の
研
究
で
は
、『
新
小

説
』
以
前
に
雑
誌
『
東
亜
之
光
』
に
小
品
を
発
表
し
た
こ
と
も
注
目
さ
れ
は

じ
め
て
い
る
。
連
作
『
冥
途
』（
稲
門
堂
書
店
、
一
九
二
二
・
三
）
に
つ
い
て

は
、
三
作
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
版
が
一
九
一
七
年
一
月
『
東
亜
之
光
』
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
表
題
作
「
冥
途
」
は
時
制
を
中
心
と
し
た
改
稿
の
上
で
、「
山
東

京
傳
」
は
改
稿
な
く
そ
の
ま
ま
、「
道
連
」
は
「
土
手
」
と
改
題
さ
れ
後
半
を

大
幅
に
改
稿
し
た
も
の
が
、
そ
れ
ぞ
れ
『
新
小
説
』
に
掲
載
さ
れ
た
。

　

連
作
『
冥
途
』
を
収
め
る
旧
『
内
田
百
閒
全
集
』
第
一
巻
（
講
談
社
、
一

九
七
一
・
一
〇
）
に
は
『
東
亜
之
光
』
発
表
作
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、

高
橋
義
孝
は
本
巻
の
解
題
に
お
い
て
、
一
九
二
一
年
一
月
二
十
三
日
付
の
『
読

売
新
聞
』
日
曜
付
録
版
に
組
ま
れ
た
「
今
年
は
何
を
書
く
か
」
を
紹
介
し
て

い
る
。
百
閒
は
こ
こ
で
「「
冥
途
」
の
中
の
二マ

つマ

は
一
度
古
い
「
東
亜
のマ
マ

光
」

に
出
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
讀
ん
で
く
れ
た
人
は
殆
ど
な
か
つ
た
様
で
す

が
、
そ
れ
で
も
後
で
厭
な
氣
が
し
ま
し
た
」
と
、
本
誌
に
言
及
し
た（（
（

。
追
っ

て
『
新
輯
内
田
百
閒
全
集
』
第
一
巻
（
福
武
書
店
、
一
九
八
六
・
一
一
）
で

は
『
東
亜
之
光
』
版
「
冥
途
」
等
三
篇
が
収
録
さ
れ
た
。
ま
た
、
坂
口
周
は

「
冥
途
」
を
例
に
本
誌
と
百
閒
と
の
関
係
に
言
及
し
、「
文
体
の
巧
拙
だ
け
比

べ
れ
ば
」
本
誌
掲
載
版
よ
り
も
『
新
小
説
』
版
の
ほ
う
に
「
軍
配
が
上
が
」
っ

た
と
指
摘
し
て
い
る（（
（

。

　

後
年
の
百
閒
は
、『
東
亜
之
光
』
に
作
品
を
掲
載
し
た
こ
と
に
関
し
て
積
極

的
な
言
及
は
避
け
て
い
る
よ
う
だ
が
、
掲
載
媒
体
の
知
名
度
の
ほ
か
、
雑
誌

の
性
質
に
も
深
く
関
わ
る
と
思
わ
れ
る
。『
東
亜
之
光
』
は
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア

リ
ズ
ム
や
異
常
心
理
に
関
す
る
言
説
の
発
信
媒
体
と
し
て
の
性
格
の
色
濃
い

雑
誌
で
あ
り
、
百
閒
に
し
て
み
れ
ば
、
作
家
デ
ビ
ュ
ー
の
舞
台
と
し
て
は
文

学
雑
誌
で
あ
る
『
新
小
説
』
の
方
が
ふ
さ
わ
し
か
っ
た
と
言
え
る
か
ら
で
あ

る
。

　

一
九
〇
六
年
一
月
、
東
京
帝
大
哲
学
科
初
の
日
本
人
教
授
と
し
て
知
ら
れ

る
井
上
哲
次
郎
の
主
宰
に
よ
り
創
刊
さ
れ
た
『
東
亜
之
光
』（
東
亜
協
会
、
一

九
〇
六
・
一
～
一
九
二
四
・
四
）
は
、
催
眠
術
や
霊
術
を
日
本
に
紹
介
す
る

窓
口
と
な
っ
た
雑
誌
で
あ
る
。
た
と
え
ば
一
九
一
〇
年
九
月
号
に
は
、
の
ち

に
念
写
実
験
で
東
京
帝
大
か
ら
追
放
さ
れ
た
福
来
友
吉
に
よ
る
「
精
神
可
能
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性
と
人
格
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
福
来
は
こ
こ
で
、「
催
眠
術
を
應
用
す
れ

ば
段
々
と
精
神
で
」
肉
体
を
「
支
配
す
る
こ
と
が
出
来
」、「
血
液
を
出
し
た

り
止
め
た
り
す
る
こ
と
」
さ
え
で
き
る
と
説
い
て
い
る（（
（

。
こ
の
他
に
も
ス
ピ

リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
に
関
連
す
る
論
考
と
し
て
は
、
須
貝
太
郎
「
千
里
眼
的
事

實
に
就
て
」（
一
九
一
一
・
一
〇
）、
速
水
滉
「
静
坐
に
伴
ふ
無
意
識
運
動
に

つ
い
て
」（
一
九
一
三
・
一
〇
）
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
榊
保
三
郎
「
精

神
分
析
学
」（
一
九
一
三
・
一
一
）
で
は
、
ブ
ロ
イ
ル
（Josef B

reuer

）
や
フ

ロ
イ
ド
（Sigm

und Freud
）
に
言
及
し
な
が
ら
催
眠
と
潜
在
意
識
に
つ
い
て

の
考
察
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

先
述
の
よ
う
に
、
内
田
百
閒
が
本
誌
に
掲
載
し
た
作
品
の
ひ
と
つ
が
、「
山

東
京
傳
」
で
あ
る
。
近
年
、
松
原
大
介
は
、
百
閒
が
本
作
の
創
作
に
際
し
て

参
照
し
た
と
見
ら
れ
る
京
伝
の
原
典
に
つ
い
て
の
考
証
を
行
な
っ
て
い
る（（
（

。

こ
れ
に
先
駆
け
、
な
ぜ
本
作
が
実
在
人
物
で
あ
る
京
伝
の
名
を
題
名
に
戴
い

た
か
に
つ
い
て
は
、
野
口
武
彦
が
示
唆
的
な
指
摘
を
し
て
い
る（（
（

。
野
口
に
よ

れ
ば
、
作
中
の
「
私
」
が
拵
え
る
丸
薬
と
は
、
京
伝
が
副
業
と
し
て
製
造
し

て
い
た
「
読
書
丸
」
で
あ
る
。
こ
の
指
摘
に
加
え
て
言
え
ば
、
一
例
と
し
て
、

京
伝
の
『
櫻
姫
全
傳
曙
草
紙
』
と
い
っ
た
書
籍
の
巻
末
広
告
の
記
載
に
よ
る

と
、
こ
の
薬
は
ま
さ
に
神
経
衰
弱
を
治
療
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た（（
（

。
こ

の
点
に
、
百
閒
の
多
く
の
初
期
作
品
に
底
流
す
る
神
経
衰
弱
の
モ
チ
ー
フ
が

垣
間
見
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
百
閒
が
初
期
作
品
の
掲
載
媒
体
に
『
東
亜
之
光
』

を
選
ん
だ
の
は
、
神
経
衰
弱
を
は
じ
め
と
し
た
精
神
病
理
に
つ
い
て
の
言
説

を
本
誌
が
頻
繁
に
取
り
上
げ
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

杉
山
亮
は
、『
東
亜
之
光
』
の
発
行
母
体
と
な
っ
た
「
東
亜
協
会
」
に
つ
い

て
詳
し
い
調
査
を
行
な
っ
て
い
る
。
と
く
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
出
版
の
他

に
、「
東
亜
協
会
」
の
も
う
一
つ
の
主
要
事
業
で
あ
る
講
演
会
・
講
習
会
の
開

催
動
向
を
調
査
し
て
い
る
点
で
あ
る（（
（

。
こ
れ
に
よ
っ
て
、「
東
亜
協
会
」
の
会

員
に
は
夏
目
漱
石
や
鈴
木
三
重
吉
ら
文
学
者
の
ほ
か
に
も
、
東
京
帝
大
文
科

の
教
授
や
講
師
が
名
を
連
ね
た
が
、
な
か
で
も
福
来
が
積
極
的
に
開
講
し
て

い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
雑
誌
の
発
行
形
態
や
、
井
上

が
目
的
と
し
た
青
年
の
修
養
と
い
う
問
題
に
関
し
て
は
、
荒
川
大
輝
の
論
文

に
詳
し
い（（
（

。

　

だ
が
、
井
上
哲
次
郎
の
活
動
の
一
環
と
さ
れ
る
『
東
亜
之
光
』
は
、
専
ら

こ
れ
ら
歴
史
学
的
、
と
く
に
学
知
史
的
な
観
点
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
文
芸
欄
に
つ
い
て
の
検
討
は
進
ん
で
い
な
い
。
本
誌
に
「
想
華
」
と
名

付
け
ら
れ
る
文
芸
欄
が
設
け
ら
れ
た
の
は
、
一
九
〇
八
年
一
月
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
本
稿
で
は
「
想
華
」、
そ
し
て
一
九
一
四
年
一
月
号
よ
り
「
想
華
」
の
後

継
と
し
て
設
け
ら
れ
た
文
芸
欄
「
文
苑
」
を
中
心
と
し
た
文
学
関
連
の
記
事

に
注
目
し
、
内
田
百
閒
の
文
学
活
動
の
隠
さ
れ
た
揺
籃
と
し
て
『
東
亜
之
光
』

を
位
置
づ
け
た
い
。

二
　
大
学
時
代
の
百
閒
と
『
東
亜
之
光
』

　

井
上
哲
次
郎
が
『
東
亜
之
光
』
を
創
刊
し
た
背
景
に
は
、
荒
川
大
輝
が
指

摘
す
る
と
お
り
、
日
露
戦
争
後
の
青
年
の
「
精
神
上
の
問
題
」
が
「
以
前
よ

り
も
さ
ら
に
解
決
の
必
要
性
」
を
高
め
た
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
誌
上
で

は
「
青
年
の
煩
悶
」
を
主
軸
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
が
展
開
さ
れ
た（（
（

。
た

と
え
ば
、
一
九
〇
八
年
の
刊
行
号
を
眺
め
て
み
る
と
、
思
想
及
び
宗
教
関
連

の
論
文
が
多
く
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
誌
面
は
お
お
ま
か
に
三
つ
の
部
分
か
ら

構
成
さ
れ
て
い
る
。
世
論
・
外
国
文
学
関
連
の
論
文
、
文
芸
欄
に
あ
た
る
「
想

華
」、
お
よ
び
「
雑
俎
」
と
の
三
つ
で
あ
る
。
論
文
と
し
て
は
、
西
田
幾
多
郎

に
よ
る
「
倫
理
學
説
」（
一
九
〇
八
・
三
、
四
、
六
～
八
）
の
ほ
か
、
森
巻
吉



― 58 ―

の
「
西
歐
文
學
に
見
は
れ
た
る
道
徳
的
要
素
」（
一
九
〇
八
・
二
、
六
）
が
号

を
跨
い
て
連
載
さ
れ
て
い
る
。

　

吉
永
進
一
の
調
査
に
よ
る
と
、「
催
眠
術
」
を
題
名
と
し
て
日
本
国
内
で
刊

行
さ
れ
た
単
行
本
の
数
は
、
一
九
〇
二
年
の
一
冊
か
ら
、
そ
の
翌
年
に
は
一

三
冊
に
伸
び
た
と
い
う
。
一
九
〇
三
年
を
は
じ
め
と
す
る
三
年
間
が
流
行
の

ピ
ー
ク
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
一
九
一
〇
年
ま
で
の
間
も
、
毎
年
八
冊
か
ら
一

〇
冊
前
後
が
出
版
さ
れ
て
い
る（（1
（

。
こ
の
よ
う
に
、
日
露
戦
争
後
、
催
眠
術
を

中
心
と
し
た
心
霊
的
な
も
の
が
知
識
人
の
間
に
も
浸
透
す
る
。

　

た
と
え
ば
、「
想
華
」
の
執
筆
者
と
し
て
、
浅
野
馮
虚
の
筆
名
で
発
表
さ
れ

た
随
筆
「
牛
乳
の
屠
蘇
」（
一
九
〇
八
・
四
）
を
皮
切
り
に
、
浅
野
和
三
郎
が

登
場
す
る
。
後
年
に
は
大
本
教
入
信
で
問
題
を
巻
き
起
こ
し
た
浅
野
も
ま
た
、

明
治
三
〇
年
代
後
半
の
オ
カ
ル
ト
ブ
ー
ム
の
な
か
で
、
催
眠
術
に
傾
倒
し
た

知
識
人
の
ひ
と
り
で
あ
る（（1
（

。
一
九
一
六
年
、
心
霊
研
究
に
専
念
す
る
た
め
海

軍
機
関
学
校
を
退
官
し
た
浅
野
は
、
本
誌
の
同
年
四
月
号
に
「
沙
翁
談
片
」

を
発
表
し
た
。
こ
の
文
章
の
冒
頭
に
は
、「
私
が
死
去
し
た
の
は
忘
れ
も
せ
え

ぬ
一
六
一
六
年
四
月
廿
三
日
で
、
指
折
り
數
ふ
れ
ば
今
年
今
月
は
正
に
三
百

年
に
當
た
り
ま
す
。
で
、
そ
の
紀
念
の
為
め
に
『
東
亜
之
光
』
誌
上
に
も
私

に
関
す
る
記
事
が
掲
げ
ら
れ
ま
す
と
や
ら
、（
略
）
身
に
餘
る
光
榮
と
厚
く
御

禮
を
申
上
げ
る
次
第
に
御
座
り
ま
す
」
と
あ
る
。
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
降
霊

を
思
わ
せ
る
文
章
で
あ
り
、
一
九
二
〇
年
代
に
入
っ
た
後
に
浅
野
が
関
心
を

寄
せ
た
憑
依
は
、
早
く
も
こ
の
時
期
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
。

　

帝
大
哲
学
科
の
機
関
誌
と
い
う
性
質
を
持
つ
本
誌
に
は
、
仏
教
学
に
関
わ

る
内
容
も
数
多
く
見
ら
れ
る
。
浄
土
真
宗
大
谷
派
の
僧
で
あ
り
、
仏
教
研
究

者
で
も
あ
る
常
盤
大
定
は
、
創
刊
当
初
よ
り
「
佛
教
文
學
に
就
き
て
」（
一
九

〇
八
・
三
）、「
佛
教
文
學
」（
一
九
〇
八
・
四
／
六
）
な
ど
を
発
表
し
て
い

る
。
日
本
学
会
の
講
演
筆
記
で
あ
る
「
佛
教
文
學
」
は
、
出
家
し
た
も
の
の

欲
情
に
心
を
奪
わ
れ
、「
釜
の
内
」
で
「
煮
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
運
命
」
を

辿
っ
た
弟
子
難
陀
に
つ
い
て
説
き
、
釋
迦
牟
尼
の
言
葉
を
「
因
縁
文
學
」
の

一
例
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
。「
釋
迦
牟
尼
が
、
何
か
催
眠
術
で
も
か
け
た

も
の
で
あ
ろ
う
と
い
ふ
や
う
に
見
て
も
こ
れ
ま
た
一
つ
の
解
釋
に
な
り
ま
せ

う
」
と
、
常
盤
は
こ
の
因
縁
話
を
催
眠
術
と
結
び
つ
け
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

百
閒
の
文
章
の
中
で
は
、
宗
教
関
連
の
記
述
は
そ
れ
ほ
ど
見
当
た
ら
な
い
が
、

本
誌
に
多
く
掲
載
さ
れ
た
仏
教
関
連
の
論
文
が
参
照
先
と
な
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
た
と
え
ば
「
道
連
」
を
一
瞥
す
る
と
、
後
半
で
は
「
瑜
伽
」
や
「
尼
」

と
い
っ
た
宗
教
的
な
要
素
が
主
題
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
は
、『
東
亜
之

光
』
が
提
供
し
た
仏
教
に
関
わ
る
知
識
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
東
亜
之
光
』
所
収
の
「
彙
報
」
に
は
、
帝
大
文
科
の
講
義
科
目
や
、
当
該

年
度
の
卒
業
論
文
題
目
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
一
九
一
〇
年
に
入
学
し
た
百

閒
に
関
し
て
は
、
一
九
一
四
年
六
月
号
に
「
ヘ
ル
マ
ン
・
ズ
ー
デ
ル
マ
ン
作

「
フ
ラ
ウ
ヴ
ル
ゲ
」
に
關
す
る
研
究
／
獨
逸
文
學　

内
田
榮
進（（1
（

」
と
の
記
載
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
論
文
の
内
容
は
定
か
で
な
い
が
、
ズ
ー
デ

ル
マ
ン
の
『
フ
ラ
ウ
・
ゾ
ル
ゲ
』（
現
訳
『
憂
愁
夫
人（（1
（

』）
は
、
ド
イ
ツ
自
然

主
義
文
学
の
流
派
に
属
す
る
一
作
で
あ
り
、
ズ
ー
ダ
ー
マ
ン
を
代
表
す
る
長

編
小
説
で
あ
る
。
没
落
し
た
家
庭
に
生
ま
れ
た
主
人
公
の
パ
ウ
ル
は
、
一
家

を
支
え
よ
う
と
す
る
も
の
の
、
憂
愁
夫
人
に
呪
わ
れ
不
幸
が
続
く
。
父
親
の

犯
罪
を
止
め
さ
せ
る
べ
く
わ
が
家
に
放
火
し
、
出
獄
し
た
パ
ウ
ル
は
、
自
己

犠
牲
に
よ
っ
て
憂
愁
夫
人
の
呪
い
か
ら
解
き
離
れ
、
恋
人
と
結
ば
れ
る
、
と

い
っ
た
筋
立
て
の
作
品
で
あ
る
。
訳
者
の
相
良
守
峯
に
よ
れ
ば
、
本
作
は
、

「
多
分
に
作
者
自
身
の
少
年
時
代
の
日
の
自
伝
的
要
素
が
織
り
込
ま
れ
」
て
お

り
、「
自
然
主
義
的
手
法
」
に
よ
り
「
少
年
心
理
と
そ
の
浪
漫
的
な
心
情
を
巧
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み
に
描
き
出
し
て
い
る
」
と
さ
れ
る（（1
（

。

　

卒
業
論
文
の
提
出
後
、
百
閒
は
大
学
院
に
進
学
し
た
。
一
九
一
四
年
一
一

月
号
の
「
彙
報
」
で
は
、「
文
科
大
学
大
學
院
入
學
」
の
「
文
學
科
」
の
欄

に
、「
ダ
ス
・
ユ
ン
グ
・
ド
イ
ツ
ラ
ン
ド
／
文
學
士　

内
田
榮
造
」
と
あ
る
。

こ
の
題
目
は
青
年
ド
イ
ツ
を
テ
ー
マ
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
山
本
一
生
が

指
摘
す
る
通
り（（1
（

、
当
時
の
百
閒
は
「
毎
日
何
も
し
な
い
」
と
本
人
も
述
べ
る

よ
う
な
生
活
ぶ
り
だ
っ
た
。
山
本
も
参
照
す
る
一
九
一
五
年
の
「
駒
込
曙
町
」

の
記
述
に
よ
れ
ば
、
百
閒
は
「
大
學
院
の
研
究
題
目
は
、
う
つ
か
り
す
る
と
、

何
と
云
ふ
の
で
あ
つ
た
か
忘
れ
て
ゐ
さ
う
な
氣
が
す
る
」
ほ
ど
学
究
か
ら
遠

ざ
か
っ
て
お
り
、「
雜
誌
か
何
か
に
出
て
ゐ
る
他
人
の
、
讀
み
度
く
も
な
い
論

文
の
表
題
の
様
な
氣
が
す
る
計
り
」
で
あ
っ
た
と
い
う（（1
（

。

　
『
東
亜
之
光
』
か
ら
は
、
百
閒
が
敬
遠
し
て
い
た
と
い
う
当
時
の
文
科
大
学

に
お
け
る
学
知
の
動
向
が
窺
え
る
。
一
九
一
〇
年
代
に
ブ
ー
ム
を
起
こ
し
た

心
理
学
に
関
し
て
は
、
ヒ
ス
テ
リ
ー
研
究
で
知
ら
れ
る
ブ
ロ
イ
ル
や
精
神
分

析
の
祖
で
あ
る
フ
ロ
イ
ト
を
論
じ
た
記
事
が
本
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
先
述
し
た
が
、
こ
れ
ら
よ
り
少
し
時
期
の
早
い
ド
イ
ツ
の
心
理
学
者
で
あ

る
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
・
ヴ
ン
ド
の
実
験
心
理
学
に
関
わ
る

論
文
も
見
ら
れ
る
。

　

一
九
一
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
各
巻
を
縦
覧
す
れ
ば
、
高
橋
穣
「
心
理
學
の

組
織
難
」（
三
月
）、
桑
田
芳
蔵
「
所
謂
實
驗
心
理
哲
學
分
離
問
題
に
就
い
て
」

（
八
月
）
な
ど
の
論
文
が
示
す
よ
う
に
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
で
は
精
神
分
析
よ
り

も
実
証
的
な
実
験
心
理
学
が
主
流
で
あ
っ
た
と
推
察
で
き
る
。
速
水
滉
に
よ

る
「
静
座
に
伴
ふ
無
意
運
動
に
就
て
」（
一
〇
月
）
で
は
、「
フ
ロ
イ
ド
一
流

の
抑
壓
観
念
は
自
分
に
は
腑
に
落
ち
兼
ね
ぬ
点
が
あ
る
」
と
い
う
記
述
が
見

ら
れ
、
フ
ロ
イ
ト
精
神
分
析
が
台
頭
し
て
き
こ
と
を
伺
わ
せ
る
。

　

独
文
学
に
関
わ
る
論
文
の
担
い
手
と
し
て
は
、
の
ち
に
百
閒
も
そ
の
授
業

を
受
講
し
た
青
木
昌
吉
が
、
本
誌
に
「
獨
逸
文
學
研
究
書
目
」（
一
九
一
〇
・

九
）
を
は
じ
め
、「
日
獨
熟
語
の
比
較
」（
一
九
一
一
・
八
）、「
獨
逸
文
學
の

特
徴
」（
一
九
一
二
・
三
～
四
）「
ゲ
エ
テ
ー
の
小
説
」（
一
九
一
四
・
五
／

七
）、「
小
説
の
上
か
ら
見
た
獨
逸
の
婦
人
」（
一
九
一
五
・
五
）
な
ど
の
論
文

を
掲
載
し
、
ド
イ
ツ
の
言
語
、
文
学
、
文
化
を
幅
広
く
論
じ
て
い
る
。
独
文

学
者
の
青
木
昌
吉
は
、
ゲ
ー
テ
協
会
の
会
長
を
務
め
、『
フ
ァ
ウ
ス
ト
註
解
』

（
東
京
郁
文
堂
、
一
九
三
九
・
五
）
を
著
し
た
人
物
で
あ
る
。
な
お
後
年
、
百

閒
は
青
木
に
関
す
る
随
想
「
青
木
先
生
」
を
著
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

後
年
、
百
閒
は
法
政
大
学
の
ド
イ
ツ
語
の
主
任
に
な
っ
た
際
、
青
木
を
講
師

と
し
て
迎
え
た
と
い
う（（1
（

。
さ
ら
に
付
言
す
れ
ば
、
法
政
大
学
の
演
劇
大
会
に

際
し
て
、
百
閒
は
学
生
に
戯
曲
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
の
指
導
を
行
っ
た
こ
と
も

あ
っ
た
。

　

続
い
て
独
文
学
関
連
の
文
章
を
綴
っ
た
の
が
、
主
に
ゲ
ー
テ
を
専
門
と
し

た
山
岸
光
宣
で
あ
る
。
独
文
学
者
の
山
岸
は
、
ゲ
ー
テ
の
生
涯
と
そ
の
作
品

の
紹
介
を
記
し
た
『
ゲ
ー
テ
』（
ア
ル
ス
、
一
九
二
六
・
五
）
な
ど
の
著
作
が

あ
る
。
本
誌
の
一
九
一
一
年
九
月
号
に
、
山
岸
は
「
獨
逸
文
藝
雑
談
」
を
発

表
し
た
。
こ
の
論
文
で
は
、
一
九
〇
九
年
以
降
彼
が
洋
行
し
た
際
に
目
に
し

た
ド
イ
ツ
の
戯
曲
に
つ
い
て
語
っ
た
。
こ
こ
で
山
岸
は
、
ズ
ー
ダ
ー
マ
ン
に

つ
い
て
「
藝
術
的
良
心
と
云
ふ
よ
り
も
時
好
に
投
じ
て
一
つ
世
間
の
喝
采
を

博
し
て
見
や
う
と
い
ふ
野
心
か
ら
作
を
す
る
傾
向
が
あ
る
」
と
指
摘
し
、「
ヨ

ハ
ン
ニ
ス
・
フ
ォ
イ
ヤ
ー
」
は
「
自
然
主
義
を
模
倣
し
た
」
だ
け
の
「
無
難
」

な
作
、「
ソ
ド
ム
の
最
後
」
は
「
佛
蘭
西
の
サ
ル
ド
ウ
や
オ
ー
ジ
ェ
の
家
庭
悲

劇
を
學
ん
で
到
ら
な
い
も
の
」
で
あ
る
と
批
判
し
た
。
一
九
一
三
年
一
〇
月

号
で
は
、
山
岸
は
再
び
ズ
ー
ダ
ー
マ
ン
の
戯
曲
『
評
判
（D

er gute R
uf

）』
を
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取
り
上
げ
、「
題
材
を
現
實
生
活
の
中
よ
り
取
り
來
る
」
点
に
お
い
て
、「
自

然
主
義
の
鋭
鋒
を
包
ん
で
、
群
集
を
誘
う
て
次
第
に
新
藝
術
に
近
づ
か
し
め

た
」
作
品
と
評
し
た
。
の
ち
に
山
岸
は
『
獨
逸
文
學
概
観
』（
新
潮
社
、
一
九

三
六
・
二
）
に
お
い
て
、
ズ
ー
ダ
ー
マ
ン
を
劇
作
家
の
ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
と
並

列
し
、「
既
成
の
社
會
、
道
徳
、
信
仰
に
反
抗
を
試
み
」
る
巨
匠
と
し
て
評
価

し
た
。

　

百
閒
の
初
期
テ
ク
ス
ト
が
、
同
時
代
の
心
霊
ブ
ー
ム
や
精
神
分
析
的
な
知

を
ど
の
程
度
汲
ん
で
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
大
い
に
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

『
東
亜
之
光
』
に
着
目
す
る
と
、
本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
ド
イ
ツ
を
中
心
と
す
る

実
験
心
理
学
や
精
神
分
析
学
の
教
養
が
そ
の
参
照
先
の
一
つ
で
あ
る
可
能
性

が
浮
上
し
て
く
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
と
し
た
作
家
ズ
ー

タ
ー
マ
ン
や
、
そ
の
ほ
か
の
ド
イ
ツ
語
の
文
学
、
文
化
に
関
わ
る
紹
介
も
、

百
閒
の
教
養
形
成
に
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三
　
百
閒
の
掲
載
句

　
『
新
小
説
』
に
登
場
す
る
ま
で
の
百
閒
の
作
品
の
発
表
媒
体
を
一
瞥
す
る

と
、
田
山
花
袋
が
選
者
を
務
め
た
頃
に
中
学
生
と
し
て
投
稿
し
た
『
文
章
世

界
』、
中
学
の
校
友
会
誌
に
あ
た
る
『
烏
城
』、
そ
し
て
『
六
高
校
友
會
誌
』

の
三
誌
が
主
な
も
の
と
し
て
数
え
ら
れ
る
。
中
で
も
『
六
高
校
友
會
誌
』
は
、

の
ち
に
百
閒
が
主
催
し
て
い
た
句
会
が
主
導
権
を
握
り
、
掲
載
作
は
俳
句
一

色
と
な
っ
た
と
い
う
。

　
『
東
亜
之
光
』
の
文
芸
欄
「
想
華
」
に
は
、
一
九
〇
八
年
よ
り
志
田
素
琴
や

大
谷
繞
石
の
句
作
が
掲
載
さ
れ
た
が
、
一
九
〇
九
年
四
月
号
以
降
は
、
俳
句

コ
ー
ナ
ー
は
繞
石
の
選
句
の
形
で
組
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
年
一
一
月

号
よ
り
、
繞
石
が
文
部
省
の
外
国
人
留
学
生
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
し
た

こ
と
を
契
機
に
、
素
琴
が
選
者
と
な
り
、
一
九
一
七
年
ま
で
殆
ど
素
琴
の
独

壇
場
と
な
っ
た
。

　

志
田
素
琴
（
義
秀
）
は
、
第
六
高
等
学
校
で
国
文
学
を
講
じ
た
、
百
閒
の

師
に
あ
た
る
俳
人
で
あ
る
。
藤
井
紫
影
に
師
事
し
、
芭
蕉
研
究
か
ら
出
発
し

た
素
琴
に
つ
い
て
、
成
蹊
高
校
お
よ
び
東
大
で
そ
の
教
え
を
受
け
た
井
本
農

一
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

志
田
義
秀
先
生
は
岡
山
の
第
六
高
等
学
校
で
内
田
栄
造
（
百
閒
）
に

国
語
を
教
え
、
ま
た
志
田
素
琴
と
し
て
俳
句
を
教
え
た
。
百
閒
は
俳
句

に
熱
中
し
他
の
学
業
を
怠
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
落
第
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ

た
。
志
田
義
秀
先
生
は
、
東
京
帝
国
大
学
国
文
科
で
大
須
賀
乙
字
の
先

輩
で
あ
る
が
、
一
時
期
碧
梧
桐
門
の
中
塚
一
碧
楼
に
共
鳴
し
、「
新
傾

向
」
の
句
を
作
っ
た
り
、
評
論
を
書
い
た
り
し
た
こ
と
も
あ
る
。
乙
字

は
明
治
四
十
年
頃
の
碧
梧
桐
の
新
風
に
同
調
し
、「
新
傾
向
」
の
名
称
は

乙
字
の
作
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、「
新
傾
向
」
が
過
激
化
し
た
と
き
敢

然
こ
れ
を
論
難
し
、
碧
梧
桐
一
派
と
袂
を
分
っ
て
古
典
復
帰
・
自
然
推

重
を
唱
え
た
。
志
田
義
秀
も
ま
た
新
傾
向
の
行
き
過
ぎ
を
憂
え
一
碧
楼

か
ら
離
れ
乙
字
を
左
袒
し
た（（1
（

。

　

右
に
言
う
「
碧
梧
桐
門
の
中
塚
一
碧
楼
に
共
鳴
し
、「
新
傾
向
」
の
句
を

作
っ
た
り
、
評
論
を
書
い
た
り
し
た
」
一
時
期
と
は
、
追
っ
て
詳
し
く
見
る

よ
う
に
、『
東
亜
之
光
』
で
辣
腕
を
振
る
っ
た
一
九
一
二
年
前
後
を
指
す
。
碧

梧
桐
門
下
の
俳
人
の
瓜
生
敏
一
に
よ
れ
ば
、
素
琴
が
一
碧
楼
に
接
近
し
た
の

は
「
わ
ず
か
一
年
く
ら
い
の
短
い
期
間
」
で
あ
っ
た
と
い
う（（1
（

。
一
方
、
百
閒

は
新
傾
向
の
中
心
に
い
た
「〔
河
東
〕
碧
梧
桐
、〔
喜
谷
〕
六
花
、〔
小
沢
〕
碧
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童
な
ど
と
云
ふ
當
時
の
錚
錚
た
る
諸
氏
」
と
は
交
流
が
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、

碧
梧
桐
が
選
者
を
務
め
た
「
雑
誌
「
日
本
及
びマ
マ

日
本
人
」
の
日
本
俳
句
欄
は

高
等
學
校
の
時
か
ら
い
つ
で
も
愛
誦
し
て
い
た
」
と
回
想
し
て
い
る（（2
（

。
六
高

時
代
の
百
閒
は
志
田
素
琴
の
影
響
を
受
け
「
新
傾
向
」
へ
接
近
し
た
も
の
の
、

素
琴
自
身
は
の
ち
に
新
傾
向
と
距
離
を
置
い
た
。

　

本
誌
に
「
百
間
」
の
名
に
よ
る
俳
句
が
志
田
素
琴
に
よ
る
選
と
し
て
最
初

に
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
第
六
高
等
学
校
在
学
中
の
一
九
〇
九
年
一
一
月
号
で

あ
る
。
以
後
、
大
学
入
学
後
の
一
九
一
〇
年
一
二
月
ま
で
選
出
が
続
い
て
お

り
、「
百
間
」
の
筆
名
で
掲
載
さ
れ
た
俳
句
は
、
左
の
一
覧
の
と
お
り
で
あ

る
。

　

後
年
、
百
閒
の
俳
句
は
村
山
古
郷
の
編
に
よ
り
『
定
本
内
田
百
閒
句
集
』

（
永
田
書
店
、
一
九
七
四
・
七
）
と
し
て
集
成
さ
れ
た
。
の
ち
に
こ
れ
を
底
本

と
し
、
村
山
と
平
山
三
郎
と
の
共
同
編
纂
に
よ
り
、
約
三
〇
句
の
補
遺
を
付

け
加
え
る
形
で
「
俳
句
全
作
品
季
題
別
総
覧
」
が
『
新
輯
内
田
百
閒
全
集
』

第
十
八
巻
（
福
武
書
店
、
一
九
八
八
・
四
）
に
収
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
現
在

辿
れ
る
範
囲
で
唯
一
の
百
閒
の
句
作
総
覧
で
あ
る
。
な
お
、
百
閒
の
生
前
に

出
版
さ
れ
た
俳
句
集
に
は
、『
百
鬼
園
俳
句
帖
』（
三
笠
書
房
、
一
九
三
四
・

七
）
と
『
百
鬼
園
俳
句
』（
青
磁
社
、
一
九
四
三
・
一
〇
）
の
二
冊
が
あ
る
。

講
談
社
版
『
内
田
百
閒
全
集
』
第
二
巻
（
一
九
七
二
・
一
二
）
の
解
説
に
よ

る
と
、
一
九
三
四
年
一
〇
月
『
無
絃
琴
』
か
ら
一
九
三
九
年
に
出
版
さ
れ
た

『
鬼
苑
横
談
』
ま
で
の
五
冊
の
新
著
本
巻
末
に
、『
百
鬼
園
俳
句
帖
』
の
拾
遺

が
附
録
さ
れ
て
い
る
。
初
期
俳
句
に
関
し
て
は
、『
内
田
百
閒
全
集
』
第
五
巻

（
一
九
七
二
・
六
）
が
刊
行
媒
体
を
詳
細
に
ま
と
め
て
い
る
た
め
、
左
の
一
覧

で
は
「
俳
句
全
作
品
季
題
別
総
覧
」
を
参
照
し
つ
つ
、『
内
田
百
閒
全
集
』
第

五
巻
に
記
さ
れ
た
掲
載
媒
体
を
各
句
に
付
記
す
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
刊
本

の
い
ず
れ
に
も
収
録
さ
れ
て
い
な
い
『
東
亜
之
光
』
掲
載
作
品
に
は
☆
印
を

つ
け
た
。
ま
た
、
本
誌
が
初
出
と
見
ら
れ
る
句
に
は
★
を
つ
け
た
。

　
〔
一
九
〇
九
年
一
一
月
〕

肥
た
め
す
畑
潰
れ
い
ふ
秋
の
雨

（
苦
渋
会
句
稿
、
一
九
〇
九
年
一
二
月
二
〇
日
発
行
『
六
高
校
友
會
誌
』

掲
載
）

痣
に
利
く
薬
便
り
や
秋
の
風

（
六
高
俳
句
会
九
月
例
会
句
稿
、
一
九
〇
九
年
一
二
月
二
〇
日
発
行
『
六

高
校
友
會
誌
』
掲
載
）

欠
伸
す
れ
ば
顎
骨
鳴
り
ぬ
秋
の
風

（
六
高
俳
句
会
九
月
例
会
句
稿
、
一
九
〇
九
年
一
二
月
二
〇
日
発
行
『
六

高
校
友
會
誌
』
掲
載
。
改
作
「
欠
伸
し
て
鳴
る
頬
骨
や
秋
の
風
」、『
百

鬼
園
俳
句
』
所
収
）

　
〔
一
九
〇
九
年
一
二
月
〕

無
か
ら
ん
と
す
俚
歌
憂
ひ
聞
く
芭
蕉
村

（
苦
渋
会
句
稿
、
一
九
〇
九
年
一
二
月
二
〇
日
発
行
『
六
高
校
友
會
誌
』

掲
載
）

此
郷
の
色
壁
や
旅
し
ぐ
れ
つ
ゝ

（
苦
渋
会
句
稿
、
一
九
〇
九
年
一
二
月
二
〇
日
発
行
『
六
高
校
友
會
誌
』

掲
載
、
表
記
改
変
「
こ
の
郷
の
色
壁
や
旅
し
ぐ
れ
つ
ゝ
」『
百
鬼
園
俳
句

帖
』
所
収
）

返
り
花
古
綱
焚
く
に
ぼ
と
燃
え
て

（
表
記
は
改
変
「
歸
り
花
古
綱
焚
く
に
ぼ
と
燃
え
て
」、
同
年
『
六
高
校

友
會
誌
』
掲
載
、
巻
号
未
詳
）
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〔
一
九
一
〇
年
一
月
〕

朱
肉
煮
て
油
か
へ
す
も
日
短
き

（
偶
會
句
稿
、
表
記
改
変
「
朱
肉
煮
て
油
返
す
も
日
短
き
」、
一
九
〇
九

年
一
二
月
二
〇
日
発
行
『
六
高
校
友
會
誌
』
掲
載
、『
百
鬼
園
俳
句
帖
』

所
収
）

次
ぎ
織
ろ
に
解
く
機
も
日
短
か
け
れ
☆

鏝
の
焼
け
見
る
頰
ほ
て
り
木
枯
す

（
六
高
俳
句
会
九
月
例
会
句
稿
「
鏝
の
燒
け
試
る
頰
ほ
て
り
凩
す
」
を
改

作
、
上
記
を
一
九
〇
九
年
一
二
月
二
〇
日
発
行
『
六
高
校
友
會
誌
』
掲

載
）

　
〔
一
九
一
〇
年
二
月
〕

晝
灯
し
て
黄
焰
す
枯
野
家
☆

沖
は
鮪
の
風
な
り
枯
野
井
水
増
す
☆

土
焦
け
は
板
燒
き
つ
ら
ん
冬
山
家
☆

　
〔
一
九
一
〇
年
三
月
〕

漆
椀
は
ぢ
く
雫
や
水
温
む

（
同
年
『
六
高
校
友
會
誌
』
掲
載
、
巻
号
未
詳
）

潮
鳴
り
の
夜
を
織
る
裾
の
冴
返
る
☆

金
泥
を
煉
る
箆
や
冴
え
返
る
な
り
★

（
表
記
改
変
「
金
泥
を
練
る
箆
や
冴
え
返
る
な
り
」、『
日
本
及
日
本
人
』

一
九
一
〇
年
六
月
号
掲
載
）

欄
間
明
り
に
浮
く
繪
天
井
冴
え
返
る
☆

　
〔
一
九
一
〇
年
五
月
〕

手
水
石
模
様
に
乾
く
蝶
の
晝
☆

張
絹
を
す
べ
る
雫
や
と
ぶ
胡
蝶
★

（
表
記
改
変
「
張
板
を
す
べ
る
雫
や
と
ぶ
胡
蝶
」、
同
年
『
六
高
校
友
會

誌
』
掲
載
、
巻
号
未
詳
、『
百
鬼
園
俳
句
帖
』
所
収
）

雪
解
く
る
國
寺
々
の
派
に
縒
れ
て
☆

行
く
春
を
あ
と
鳴
る
筬
の
啜
る
よ
に
☆

髪
毛
星
ふ
る
尾
に
燒
野
火
の
這
へ
る
☆

　
〔
一
九
一
〇
年
一
一
月
〕

亂
る
脉
に
幹
抱
け
ば
柳
晴
れ
を
散
る
☆

支
那
料
理
飽
く
と
出
口
の
柳
散
れ
り
☆

檻
の
虎
見
て
あ
る
腦
に
花
火
と
ヾ
ろ
★

（
改
作
「
檻
の
虎
見
て
あ
れ
ば
晝
花
火
と
ヾ
ろ
」、『
百
鬼
園
俳
句
帖
』
所

収
）

脱
剥
の
毛
吹
け
ば
花
火
空
に
咲
け
り
☆

寄
食
は
な
れ
し
て
殘
る
氣
に
燈
籠
も
☆

　
〔
一
九
一
〇
年
一
二
月
〕

腐
果
の
死
蟲
が
甦
る
㡡
名
殘
る
日
や
☆

上
る
鵆
森
の
落
果
の
夜
頻
る
を
☆

焚
火
跡
を
打
つ
霰
女
と
佇
め
ば
☆

夜
の
街
を
牛
連
れ
て
霰
灯
に
浴
び
し
★

（
改
作
「
夜
の
町
を
牛
牽
く
人
に
打
つ
霰
」、『
無
絃
琴
』（
拾
遺
）
→
『
百

鬼
園
俳
句
帖
』
所
収
）

濤
に
死
魚
見
し
目
秋
風
の
夜
の
灯
に
☆

　

こ
れ
ら
の
句
の
な
か
で
も
特
に
注
目
に
値
す
る
の
は
、
い
く
つ
か
の
作
品

が
の
ち
に
推
敲
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
一
九
三
四
年
刊
行
の

『
百
鬼
園
俳
句
帖
』
に
は
「
檻
の
虎
見
て
あ
る
脳
に
花
火
と
ヾ
ろ
」
を
改
作
し
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た
も
の
と
見
ら
れ
る
「
檻
の
虎
見
て
あ
れ
ば
晝
花
火
と
ヾ
ろ
」
が
収
録
さ
れ

て
い
る
。
他
に
も
、「
欠
伸
し
て
鳴
る
頬
骨
や
秋
の
風
」、「
朱
肉
煮
て
油
か
へ

す
も
日
短
き
」
は
、
校
友
会
誌
、『
東
亜
之
光
』
を
経
て
、
一
九
四
三
年
に
出

版
さ
れ
た
『
百
鬼
園
俳
句
』
に
再
録
さ
れ
て
い
る
が
、
推
敲
の
跡
が
認
め
ら

れ
る
。
本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
一
九
一
〇
年
前
後
の
作
品
が
、
二
、
三
十
年
後

の
句
集
に
改
作
の
上
で
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

四
　
素
琴
の
新
傾
向
批
判

　

百
閒
と
『
東
亜
之
光
』
と
の
繋
が
り
は
、
第
六
高
等
学
校
時
代
の
句
作
が

掲
載
さ
れ
た
こ
と
か
ら
伺
え
る
よ
う
に
、
志
田
素
琴
が
そ
の
仲
介
役
を
担
っ

た
。
素
琴
が
河
東
碧
梧
桐
門
下
の
中
塚
一
碧
楼
お
よ
び
新
傾
向
俳
句
に
接
近

し
た
一
時
期
を
持
つ
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
瓜
生
敏
一
に
よ
る
と
、
一
九

一
〇
年
前
後
の
岡
山
に
は
、
百
閒
ら
が
主
催
し
た
六
高
の
生
徒
を
中
心
と
す

る
句
会
の
ほ
か
、「
吉
備
団
子
会
」、「
雑
魚
寝
吟
社
」
が
あ
り
、
一
碧
楼
は
玉

島
の
「
乱
礁
会
」
に
参
加
し
て
い
た
が
、「
素
琴
は
岡
山
に
あ
る
こ
う
し
た
俳

句
会
に
殆
ど
参
加
し
な
か
っ
た
と
見
え
て
、
そ
れ
ら
の
句
会
報
に
は
素
琴
の

作
品
は
ほ
と
ん
ど
見
え
て
い
な
い
」。
だ
が
素
琴
は
ま
も
な
く
、「
一
碧
楼
ら

が
『
試
作
』
を
出
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
そ
れ
を
一
見
し
て
興
味
を
覚
え
、

自
分
自
身
こ
れ
を
試
作
す
る
と
と
も
に
、
試
作
一
派
の
作
品
を
も
『
東
亜
のマ
マ

光
』
俳
欄
に
掲
載
す
る
に
至
っ
た
」
と
い
う
。
な
お
同
じ
く
瓜
生
に
よ
れ
ば
、

素
琴
が
一
碧
楼
の
主
宰
す
る
俳
誌
『
試
作
』（
の
ち
に
『
第
一
作
』
と
改
題
）

に
は
じ
め
て
作
品
を
発
表
し
た
の
は
、
一
九
一
二
年
六
月
の
こ
と
で
あ
る（（2
（

。

　

一
九
一
二
年
七
月
号
の
「
想
華
俳
句
」
欄
は
、
瓜
生
の
い
わ
ゆ
る
「
試
作

一
派
」
の
作
品
を
掲
載
し
、
表
題
も
「
試
作
」
と
銘
打
っ
て
い
る
。
こ
こ
に

掲
載
さ
れ
た
句
を
挙
げ
れ
ば
、
中
塚
直
三
（
一
碧
楼
）
の
「
水
で
も
飲
ま
う

か
、
雑
誌
は
買
へ
な
い
し
蚊
が
鳴
い
て
」「
厳ち

父ヽ
の
や
う
に
短
夜
の
机
が
光

る
」
や
、
素
琴
の
「
ポ
プ
ラ
、
ユ
ー
カ
リ
、
ア
カ
シ
ヤ
、
ク
ロ
ー
バ
、
新
し

い
夏
」
な
ど
、
新
し
い
季
題
を
取
り
込
ん
だ
も
の
、
外
来
語
を
多
用
し
た
も

の
、
五
七
五
の
定
型
を
度
外
視
し
た
も
の
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
新
傾
向
の
作
品

が
目
立
つ
。

　

さ
ら
に
素
琴
は
『
東
亜
之
光
』
に
、「
本
誌
の
俳
欄
の
試
作
に
就
い
て
」（
一

九
一
二
・
九
）
お
よ
び
「
俳
句
の
將
来
」（
一
九
一
三
・
一
）
と
い
う
二
篇
の

評
論
を
掲
載
し
て
い
る
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
同
年
七
月
号
お
よ
び
八
月
号

の
「
想
華
俳
句
」
欄
に
は
、
素
琴
自
身
の
句
作
を
含
め
て
、「
試
作
」
を
標
榜

す
る
実
験
的
な
句
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
評
論
「
本
誌
俳
欄
の

試
作
に
就
て
」
は
、
そ
れ
ら
の
試
作
に
つ
い
て
の
論
評
よ
り
も
、
碧
梧
桐
の

句
作
へ
の
攻
撃
を
専
ら
と
し
た
文
章
で
あ
る
。「
古
文
學
の
價
値
を
認
め
る
と

共
に
、
新
文
學
の
價
値
を
も
認
め
ざ
る
得
ぬ
」
と
述
べ
た
素
琴
は
、
そ
の
一

方
で
碧
梧
桐
の
作
風
を
批
判
し
、「
可
な
り
年
時
が
經
過
し
て
居
る
に
拘
ら

ず
、
一
向
進
歩
し
た
ら
し
い
迹
が
認
め
ら
れ
ぬ
と
共
に
、
近
頃
は
唯
技
巧
の

末
に
の
み
走
つ
て
、
多
少
玩
弄
的
細
工
的
技
術
を
以
て
誇
り
と
す
る
や
う
な

傾
向
を
現
は
し
て
来
た
や
う
に
看
取
さ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
要
す
る
に
、

こ
の
文
章
を
通
じ
て
素
琴
が
伝
え
よ
う
と
し
た
の
は
、
碧
梧
桐
の
ス
タ
イ
ル

に
走
っ
た
新
傾
向
の
句
作
は
お
断
り
だ
と
い
う
か
な
り
強
烈
な
主
張
で
あ
る
。

　

続
い
て
翌
一
九
一
三
年
一
月
号
で
は
、
社
会
情
勢
・
文
学
・
哲
学
の
将
来

の
発
展
を
主
題
と
し
た
特
集
が
組
ま
れ
、
素
琴
は
「
俳
句
の
將
来
」
と
題
す

る
一
文
を
綴
っ
た
。
こ
の
論
文
で
中
塚
一
碧
楼
よ
り
得
た
手
紙
の
一
節
を
紹

介
し
て
い
る
。
素
琴
が
肯
定
す
る
の
は
、「
主
義
」
と
い
う
も
の
は
「
作
つ
た

後
で
そ
の
作
を
見
た
批
評
家
が
便
宜
の
た
め
凡
そ
の
事
を
附
け
る
」
こ
と
と
、

「
季
題
趣
味
は
ど
う
し
て
も
捨
て
ら
れ
ぬ
」
と
い
う
一
碧
楼
の
主
張
で
あ
っ
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た
。
一
碧
楼
の
説
を
重
ん
じ
る
素
琴
の
態
度
が
窺
わ
れ
る
。
し
か
し
素
琴
は
、

碧
梧
桐
の
作
句
態
度
に
つ
い
て
は
「
自
分
の
頭
腦
の
遅
鈍
の
為
め
か
は
知
ら

ぬ
が
、
其
句
意
を
模
索
し
て
居
る
間
に
感
興
の
去
つ
て
了
ふ
の
を
常
と
す
る
」

と
皮
肉
り
、
俳
人
の
間
の
互
評
に
基
づ
い
た
自
選
は
個
性
の
抹
消
に
つ
な
が

る
こ
と
、「
気
分
を
矯
め
て
ま
で
不
自
然
な
技
巧
を
弄
す
る
」
創
作
態
度
は

「
邪
路
」
で
あ
る
こ
と
を
厳
し
く
指
弾
し
た
。
さ
ら
に
こ
の
評
論
で
も
素
琴

は
、「
碧
梧
桐
氏
一
派
の
現
今
の
俳
調
は
、
多
く
の
點
に
於
い
て
一
般
詩
界
の

傾
向
に
逆
行
す
る
も
の
が
あ
る
」
と
し
て（（2
（

、
再
び
碧
梧
桐
を
批
判
の
俎
上
に

載
せ
る
。
素
琴
は
こ
こ
で
、『
日
本
及
日
本
人
』
で
掲
載
さ
れ
た
碧
梧
桐
の
句

「
花
に
遠
く
殘
る
桃
落
葉
澄
む
水
に
」
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
こ
の
句
に
つ
い

て
、
技
巧
を
駆
使
し
よ
う
と
し
た
結
果
、「
一
讀
如
何
に
句
讀
点
を
施
す
べ
き

か
迷
」
い
、「
桃
で
切
つ
て
も
桃
落
葉
と
續
け
て
切
つ
て
も
よ
い
や
う
で
」
あ

り
、
却
っ
て
句
切
れ
の
不
明
瞭
さ
に
よ
っ
て
句
の
意
味
を
混
乱
さ
せ
た
り
、

季
節
感
を
乱
し
た
り
す
る
と
素
琴
は
論
難
し
て
い
る
。

　

素
琴
は
こ
れ
ら
の
二
篇
に
お
い
て
碧
梧
桐
を
手
厳
し
く
論
難
す
る
一
方
で
、

大
須
賀
乙
字
の
「
俳
句
界
の
新
傾
向
」（『
ア
カ
ネ
』、
一
九
〇
八
・
二
）「
日

本
特
有
の
詩
形
」（『
人
生
と
表
現
』
一
九
一
二
・
五
）
を
肯
定
的
に
引
用
し

て
い
る
。
前
者
は
「
新
傾
向
」
と
い
う
名
称
を
生
み
出
し
た
こ
と
で
知
ら
れ

る
評
論
で
あ
る
。
こ
こ
で
素
琴
は
、
乙
字
が
提
供
し
た
「
従
来
に
囚
は
れ
た

季
題
趣
味
か
ら
現
代
的
の
新
し
い
季
題
趣
味
に
移
る
」
と
い
う
見
通
し
は
「
一

般
詩
界
の
大
勢
と
」
は
「
順
行
す
る
事
」
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
新
傾

向
が
季
題
趣
味
を
ま
る
ご
と
放
棄
し
よ
う
と
す
る
こ
と
へ
の
懸
念
を
、
素
琴

は
乙
字
と
共
有
し
て
い
た
と
言
え
る
。
瓜
生
敏
一
に
よ
れ
ば
、
素
琴
は
徐
々

に
一
碧
楼
ら
試
作
一
派
の
行
き
方
に
不
満
を
抱
き
、
一
九
一
三
年
に
は
同
派

か
ら
離
れ
た
。
素
琴
自
身
が
新
傾
向
の
句
を
作
っ
た
の
は
、
一
九
一
二
年
か

ら
翌
年
ま
で
の
ご
く
わ
ず
か
な
期
間
に
す
ぎ
な
い（（2
（

。
同
時
期
の
百
閒
の
句
作

を
捉
え
る
上
で
、
素
琴
が
演
じ
た
こ
の
よ
う
な
動
揺
は
無
視
で
き
な
い
。
百

閒
の
新
傾
向
に
対
す
る
態
度
は
き
わ
め
て
曖
昧
な
も
の
だ
が
、
そ
の
曖
昧
さ

は
、
師
で
あ
る
素
琴
に
お
け
る
新
傾
向
へ
の
参
与
と
離
脱
が
遠
因
と
な
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、『
東
亜
之
光
』
は
、
内
田
百
閒
の
句
作
を
含
む
最
初
期
作

の
掲
載
媒
体
と
な
っ
た
雑
誌
で
あ
る
。
六
高
の
最
後
の
数
ヶ
月
か
ら
文
科
大

学
を
卒
業
す
る
ま
で
、
本
誌
は
百
閒
に
と
っ
て
『
六
高
校
友
會
誌
』、『
日
本

及
日
本
人
』
と
並
び
密
接
な
関
係
の
あ
っ
た
媒
体
で
あ
る
と
言
え
る
。『
東
亜

之
光
』
に
掲
載
さ
れ
た
句
作
に
は
、
初
期
の
「
一
夜
会
」「
苦
渋
会
」
の
句
集

に
も
拾
わ
れ
な
か
っ
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
、
六
高
卒
業
後
か
ら
、
百
閒

は
試
作
を
気
軽
に
披
露
で
き
る
媒
体
と
し
て
本
誌
を
活
用
し
て
い
た
こ
と
が

窺
え
る
。
ま
た
百
閒
は
本
誌
を
通
し
て
、
心
霊
研
究
、
ド
イ
ツ
文
学
や
哲
学

の
ほ
か
に
、
新
傾
向
の
諸
家
に
対
す
る
素
琴
の
態
度
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

た
。『
東
亜
之
光
』
は
百
閒
に
と
っ
て
、
青
年
時
代
の
教
養
の
母
胎
と
な
っ
た

媒
体
と
し
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
の
で
あ
る
。

＊
表
記
に
つ
き
、
引
用
文
・
作
品
名
・
著
作
タ
イ
ト
ル
を
除
き
旧
字
を
新
字
に
改

め
た
。

注（
1
）	

高
橋
義
孝
「
解
題
」『
内
田
百
閒
全
集
』
第
一
巻
、
講
談
社
、
一
九
七
一
・

一
〇
。

（
2
）	
坂
口
周
『
意
志
薄
弱
の
文
学
史
―
現
代
日
本
近
代
文
学
の
起
源
』
慶
應
義

塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
六
・
一
〇
、
一
八
一
頁
。
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（
3
）	

福
来
友
吉
「
精
神
可
能
性
と
人
格
」『
東
亜
之
光
』
一
九
一
〇
・
九
。

（
4
）	

松
原
大
介
「
内
田
百
閒
「
山
東
京
伝
」
に
お
け
る
典
拠
―
「
京
伝
」・「
小

さ
い
人
」・「
山
蟻
」
を
つ
な
ぐ
も
の
」『
日
本
文
学
』・
二
〇
二
一
・
一
二
。

（
5
）	
野
口
武
彦
「
夢
の
弟
子
入
り
」『
新
輯
内
田
百
閒
全
集
』
第
二
十
四
巻
月

報
、
一
九
八
八
・
一
〇
。

（
6
）	

『
桜
姫
全
伝
曙
草
紙
』
の
巻
末
に
は
「
朱
子
読
書
丸
」
の
広
告
文
と
し
て
、

「
気
こ
ん
を
強
よ
く
し
物
お
ぼ
え
を
よ
く
す　

心
腎
の
き
ょ
そ
ん
に
よ
し　

き

の
か
た
ぶ
ら
ぶ
ら
わ
づ
ら
ひ
に
よ
し　

う
ま
れ
つ
き
て
よ
わ
き
人
用
い
て
よ

し
」
と
い
っ
た
文
言
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。〔
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
〕https:// kotenseki. nijl. ac. jp/ biblio/100307182/ view

er/153

（
最

終
閲
覧
二
〇
二
三
年
一
月
一
〇
日
）

（
7
）	

杉
山
亮
「
東
亜
協
会
に
つ
い
て
―
１
９
０
６
～
１
９
２
９
年
」『
法
学
会

雑
誌
』
二
〇
一
九
・
七
。

（
8
）	

荒
川
大
輝
「
井
上
哲
次
郎
に
よ
る
雑
誌
『
東
亜
のマ
マ

光
』
の
創
刊
」『
日
本
史

學
集
録
』
二
〇
一
七
・
七
。

（
9
）	

荒
川
大
輝
「
井
上
哲
次
郎
に
よ
る
雑
誌
『
東
亜
のマ
マ

光
』
の
創
刊
」、
前
掲
。

（
10
）	

吉
永
進
一
「
日
本
の
心
霊
研
究
と
精
神
療
法
」『
特
別
展　

奇
な
る
も
の
へ

の
挑
戦
―
明
治
大
正
／
異
端
の
科
学
』
岐
阜
博
物
館
・
二
〇
一
四
・
七
→
栗

田
英
彦
編
『「
日
本
心
霊
学
会
」
研
究
―
霊
術
団
体
か
ら
学
術
出
版
へ
の
道
』

人
文
書
院
、
二
〇
二
二
・
一
〇
。

（
11
）	

浅
野
和
三
郎
（
一
八
七
四

－

一
九
三
七
）
は
、
文
学
士
で
英
文
学
者
で
あ

り
、
東
京
帝
国
大
学
英
文
学
科
を
卒
業
後
、
横
須
賀
海
軍
機
関
学
校
で
教
鞭

を
と
る
。
心
霊
研
究
に
傾
倒
し
、
さ
ら
に
出
口
王
仁
三
郎
の
「
帰
神
法
」
に

衝
撃
を
受
け
大
本
教
に
入
信
す
る
。
弾
圧
事
件
で
教
団
を
離
れ
た
の
ち
、
自

ら
「
心
霊
科
学
研
究
会
」
を
創
立
し
た
。
松
本
健
一
『
神
の
罠
―
浅
野
和
三

郎
、
近
代
知
性
の
悲
劇
』（
新
潮
社
、
一
九
八
九
・
一
〇
）
を
参
照
）。

（
12
）	

「
内
田
榮
進
」
は
「
内
田
榮
造
」
の
誤
記
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
卒
業
論

文
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
、『
新
輯
内
田
百
閒
全
集
』（
福
武
書
店
、
一
九
八
九
・

一
〇
）
の
年
譜
で
は
「
ズ
ー
デ
ル
マ
ン
の
フ
ラ
ウ
・
ゾ
ル
ゲ
に
つ
い
て
」
と

あ
る
。

（
13
）	

現
在
流
通
し
て
い
る
『
憂
愁
夫
人
』
の
訳
本
は
、
一
九
三
八
年
五
月
に
岩

波
書
店
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
、
相
良
守
峯
が
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、

一
九
五
七
年
四
月
に
改
版
を
経
た
も
の
が
最
も
手
に
入
り
や
す
い
。

（
14
）	

相
良
守
峯
「
解
説
」『
憂
愁
夫
人
』、
前
掲
。

（
15
）	

山
本
一
生
『
百
間マ
マ

、
ま
だ
死
な
ざ
る
や
―
内
田
百
間マ
マ

伝
』
中
央
公
論
新

社
・
二
〇
二
一
・
六
、
一
二
三
頁
。

（
16
）	

内
田
百
閒
「
駒
込
曙
町
」『
東
炎
』、
一
九
三
四
・
九

－

一
〇
。
一
九
一
五

年
二
月
に
書
か
れ
た
「
筐
底
稺
稿
」
が
収
録
さ
れ
る
。

（
17
）	

内
田
百
閒
「
青
木
先
生
」（
旧
題
「
青
木
先
生
の
教
訓
」）『
帝
大
独
逸
文

学
』
一
九
三
九
・
五
。『
新
輯
内
田
百
閒
全
集
』
第
九
巻
、
福
武
書
店
、
一
九

八
七
・
九
。

（
18
）	

井
本
農
一
「
随
想　

志
田
素
琴
と
内
田
百
閒
」『
俳
句
研
究
』、
一
九
九
三
・

一
一
。

（
19
）	

瓜
生
敏
一
「『
試
作
』『
第
一
作
』
と
志
田
素
琴
」『
国
語
と
国
文
学
』
一
九

六
一
・
五
。

（
20
）	

内
田
百
閒
「
百
鬼
園
俳
談
義
」、『
鬼
苑
横
談
』
新
潮
社
、
一
九
三
九
・
一

→
『
新
輯　

内
田
百
閒
全
集
』
第
八
巻
、
福
武
書
店
、
一
九
八
八
・
四
。

（
21
）	

瓜
生
敏
一
「『
試
作
』『
第
一
作
』
と
志
田
素
琴
」
前
掲
。

（
22
）	

素
琴
は
こ
こ
で
乙
字
の
「
日
本
特
有
の
詩
形
」（『
人
生
と
表
現
』
一
九
一

二
・
五
）
を
引
用
し
て
い
る
が
、「
俳
句
＝
詩
」
と
い
う
構
図
は
後
年
の
百
閒

に
も
継
承
さ
れ
て
い
る
。

（
23
）	
瓜
生
敏
一
「『
試
作
』『
第
一
作
』
と
志
田
素
琴
」
前
掲
。

（
し
ゅ　

し
ん
か
／
神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程
）


